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神ギ協 
 

第4６回神奈川新人ギタリストオーディション 
2017 年 7 月 2 日（日）神奈川県横浜市磯子区民センター「杉田劇場」 神奈川ギター協

会主催 

                                                         

写真とレポート:川俣 明  

 
入賞者と入選者 

 
2017年 7月 2日（日）神奈川県横浜市磯子区民センター「杉田劇場」で第46回神奈川新

人ギタリストオーディションが開催された。今回は昨年度の次点入選者(予選免除)1 名を含む
38名の応募者総数であったが、その次点入選者を含む5名の棄権者が出て、予選は総計33
名で行われた。また、今回はゲスト審査員として月刊「現代ギター」誌の編集長の渡邊弘文氏
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に予選・本選共に審査に加わって頂いた。ギターに関わる者には身近な雑誌の編集長の参加と
いうことで、出演者にとっても審査員にとっても新鮮な感じのオーディションとなった。 
予選では課題曲の N.コスト作曲の練習曲ニ短調と、例年と同じく、各自が登録した3分以

内の自由曲を演奏した。審査集計の結果8名が予選を通過し、本選へと進んだ。予選課題曲は
ギター練習者にとっては親しみのある曲であるので、殆どの者が適正なテンポ感覚で演奏して
はいたが、本選前の西本悦子副委員長の講評にもあったとおり、アウフタクトの取り方や、高
音のメロディーと中声部と低音部のバランスに問題のある演奏もかなり多く見られたのは残念
であった。またこのような課題曲の場合は小さなミスタッチやビリつきでも大きな減点対象に
なるので、緊張の余りのミスで予選通過を逃した者は、次回は更に充分な対策を講じて参加し
て欲しいものだ。この課題曲を確実に演奏し、自由曲では確実さはもちろん、何らかのアピー
ル度を強く出せたものが本選に進んだとも言える。 
本選では課題曲の F.タレガ作曲のアラビア風奇想曲と、各自が登録した6分以上10分以内

の自由曲を演奏した。この「アラビア風奇想曲」ほどの有名曲になると、名演奏家の録音も多
くて、かえって普段の練習や演奏機会が少ないのか、思わぬ苦労をした者が多かった。各パッ
セージを達者に演奏する者でも、どこか「聞き覚え」のような箇所があったりして新鮮さを欠
いていたようだ。慣れ親しんだ有名曲でも、時々は楽譜に帰って研究してみることが必要であ
ろう。 
さて本選の採点は８０点を合格の目安とし、上下 10点ずつの幅を持たせて採点し、平均点

を出し、判定する方法を採った。結果、平均点で合格点を得た4名が、他の4名の得点に少し
大きく差つけての入賞合格となった。 
以下に本選の演奏順に結果と評を記す。 
 
 
1.本多磨弥(ほんだ まや) ＜入賞・合格＞ 
予選自由曲:BWV.996よりアルマンド(J.S.バッハ)  
本選自由曲:「ソナタ第３番」より第1楽章（M.M ポンセ） 
ギターをかなり立てて構える独特のスタイル。過不足の無い音量と音色と技術を持っている。

存在感が素晴らしい。課題曲のテンポ取りは、やや単調に流れ、「奇想曲」という感じには遠
かったように思われる。自由曲ではテンポ感も良く、強い主張を以て演奏されてはいたが、細
かいミスタッチが散見し、本人としても満足のいくものでは無かったと思われる。また強奏さ
れる和音も、この曲では常に美しいものでありたい。いろいろ苦言を呈したが、それでもこの
奏者の良いところは天性の強い個性と、かなりのアピール度が感じられるところであろう。よ
り正統的な音楽的裏付けと、確実さを身に着けて、個性あふれる演奏を聞かせて貰いたいもの
だ。 
 
2.鎌田孝博 (かまだ たかひろ) ＜入選＞ 
予選自由曲:練習曲第６番(H.ヴィラ=ロボス) 
本選自由曲:「シンプル・エチュード」より No.3、No.7、No.10、舞踏礼賛(L.ブローエル) 
 課題曲のテンポ取はやや単調で「奇想曲」という気分のものでは無かった。迫力のある音量
を持って演奏されるのだが、均一性、ツブの揃った音というのには今一つで、流麗な感じとい
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うには、やや遠い感じがした。半音階での上昇スケールのミスは減点材料になってしまって痛
かった。素晴らしい音量と技術を持っているのだが、それを発揮するには右手のタッチに工夫
が欲しいように思われる。自由曲のブローエルでも、高度な技術で演奏されてはいるのだが、
なぜか音に鮮鋭さを欠き、キレの良いリズムや音楽の現代性を表現しきれていないように思え
た。 
 
3.二上育矢 (にかみ いくや) ＜入賞・合格＞ 
予選自由曲:蜜蜂(A.バリオス) 
本選自由曲:夢(G.レゴンディ) 
 課題曲では「奇想曲」の雰囲気のテンポ取りには、あと一歩という感じもしたが、メロディ
ーは良く歌われていて曲の良さにかなり近づいていた。若々しく素晴らしい技術を持っている
が、今後は細かい音符の僅かなビリ付きにも気をつけて、更にその技術を完璧にして行っても
らいたい。自由曲では大変に奇麗な音色と歌い回しを披露してくれたが、更にもう一段上の音
色の変化や表現の幅などを身に着けて、各部分をその範囲内だけで完結するのではなく、曲の
最後までを見通して表現できる音楽性を身に着けてもらいたい。曲の中間部の低音のメロディ
ーでは少し疲れが出たのか、たっぷりと歌いきれなかつたのは少し残念だったが、そのような
体力面での問題も今後は必ず克服してくれるものと期待している。 
 
4.大高佑介(おおたか ゆうすけ)＜入選＞ 
予選自由曲:「カヴァティーナ組曲」よりスケルツィーノ(A.タンスマン) 
本選自由曲:「カルフォルニア組曲」よりアルマンド (J.M.ガジャルド・デル・レイ)、タラン
テラ(M.C.テデスコ) 
 課題曲では「奇想曲」の雰囲気のテンポの考え方は良く、メロディーも良く歌われていた。
リズムはそれで良いのだが、もう少し自由度が加われば更に雰囲気は良くなると思われた。美
しい音色と音量は充分なものを持ってはいるが、もう少し均一性にも心がけないと流麗な演奏
とはならず、今後はそういう工夫も必要かと思われる。自由曲「アルマンド」では曲を良く理
解し生き生きと演奏されていたが、後半は少し表現が単調になってしまった。また「タランテ
ラ」ではオリジナルの楽譜の指示なのか、ゆっくり目のテンポで演奏されたが、やはり「タラ
ンテラ」という曲の速さを考えた場合には不満の残るテンポになってしまった。細かな未消化
と思われる部分もしっかりと修正し、胸のすくような快演を是非期待したい。 
 
5.三崎百音(みさき もね) ＜入賞・合格＞ 
予選自由曲:タンゴ・アン・スカイ(R.ディアンス) 
本選自由曲:魔笛の主題による変奏曲(F.ソル)  
 演奏前の調弦を非常に小さな音量で行い、好感が持てた。課題曲のテンポ取りは、やや単
調に流れ、「奇想曲」という雰囲気ではなかった。高度の技術と過不足無い音量で演奏してい
るのだが、装飾音で出来らないところがあったり、フェルマータで流れが途切れすぎてしまっ
たり、まだまだ自分の手の内に収まらない部分が目立ってしまった。自由曲は速めのテンポで
確実な技術で演奏が展開され、聴衆を唸らせていた。テンポの遅い部分で我慢出来ずに少々走
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り出したり、間の取り方に違和感を感じさせた部分もあったりしたが、全体として爽やかな印
象を残した好演であった。 
 
6.石川一美(いしかわ いつみ) ＜入選・次点＞ 
予選自由曲:魔術師の鐘（L.ブローエル） 
本選自由曲:森に夢見る（A.バリオス） 
 課題曲は前半の部分のところで、メロディー以外の中声部が少し大きくなってしまって、
流れが悪くなってしまった。しかし次第に修正され、部分では出来不出来のムラはあるものの、
全体では曲の雰囲気を良く表現し、聴衆を引き込むことのできる好演であったと言えよう。自
由曲は自分の好きな曲を選ぶので当然ではあろうが、その「好き」という感覚が伝わってきて
好感がもてた。トレモロは美しく奏されていたが、冒頭の和音の続く箇所で音をビリつかせた
り、曲の後半で疲労のためか不安定さを感じさせたりして、この曲の壮大な自然観、スケール
感を描き切るまでには至らなかったと思う。柔軟さと感覚の鋭さを持つ奏者と思われるので、
修正すべきは修正し、次回は更なる好演を期待したい。 
 
7.井上和也 (いのうえ かずや) ＜入選＞ 
予選自由曲:テンポ・デ・クリアンサ(D.レイス) 
本選自由曲:「ソナチネ」より第1、第 3楽章 (F.M.トローバ) 
 課題曲は譜読みもしっかりされているようであったが、やや不充分な要素も残していたよう
であった。音色音量など非凡なものを持っているのだが、テンポ取はやや単調で「奇想曲」と
いう気分のものでは無かった。装飾音や上昇するスケールなどでミスが出て減点材料になって
しまった。自由曲も曲の雰囲気や面白さを表現するというよりは曲の進行に重点を置いた感じ
の演奏であったが、調子が悪かったのかミスや音抜けが目立ってしまって聴衆を納得させる演
奏にはならなかった。演奏能力はかなり高いものを持っていると思われる奏者なので次回は好
演を期待したい。 
 
8.加藤 潤 (かとう じゅん) ＜入賞・合格＞ 
予選自由曲:前奏曲ホ長調(M.M.ポンセ) 
本選自由曲:魔笛の主題による変奏曲(F.ソル) 
 課題曲は、この日ただ一人、最初のハーモニクスの音符がカウントされ3小節後の音符に
導かれていた。譜読みも確かであるようだ。最初のアラベスクな下降スケールは少し不安感を
残したが、その後はメロディーものびやかに、曲の雰囲気を見事に引き出し、技術的にもほぼ
完璧で、この課題曲ではこの日の最も優れた演奏であったように思えた。自由曲も高い技術で
見事に演奏されていた。中でもテーマの部分で切れやすい部分をしっかり繋いだり、第5変
奏とフィナーレで、確固たる意志を以て演奏されたところなど、新鮮さをも感じた。惜しい事
には、第4変奏などのテンポの変化など、おそらく自分の中ではまだ未消化な部分が出てき
てしまった箇所がいくつかあったように思えるが、更に考察を重ねて、より素晴らしい演奏に
なることを期待したい。 
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入賞者インタヴュー   (インタヴュー:橋爪晋平) 

 

加藤潤さん 

－まずお名前を。 

「加藤潤(かとうじゅん)です。」 

－今日はおめでとうございます。使っているギターを教えてください。 

「山野輝慈(やまのてるじ)さんです。」 

－小さく見えるんだけど、サイズは普通？ 

「640㎜です。」 

－この楽器を使用している理由とかはあるのですか。弾きやすい？ 

「そうですね、体が小さいので。」 

－大事だと思う。手、大きいでしょ(笑) 

「そうですかね。」 

－先生はどなたですか？ 

「遠藤哲夫先生です。」 

－いい先生だよね。先生にメッセージみたいなのがあれば。 

「今までいろいろ教えて頂いてありがとうございました。こういう結果を残せてよかったで

す。」 

－今日の感想とかありますか？ 

「舞台袖ですごい緊張して、どうなるかと思ったんですけど、いざ弾いてみると気持ちよく

弾けました。」 

－緊張を見せない演奏でしたね。 

「ありがとうございます。」 

－来年の 3 月のフェスティバルで入賞者のお披露目がありますので、そこでの演奏も楽しみ

にしています。頑張ってください。 

「ありがとうございます。」 

 

三崎百音さん 

 

－まずお名前を？ 

 「三崎百音(みさきもね)です。」 

－使っているギターを教えて下さい。 

 「中出さんのギターです。」 

－良く鳴っていい音でした。 
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 「ありがとうございます。」 

－先生はどなたですか？ 

「村治先生と坪川先生です。」 

－素晴らしい先生ですね、とてもいい演奏でした。今後の抱負はありますか？ 

「今度の発表会が50周年記念なので、そこでも発表会で恥じない演奏ができるよう 

  今回のミスが多かったのを反省していい演奏ができるようにします。」 

－素晴らしいですね。今日の感想をお願いします。 

「本選に残れると思ってなかったので、残れたことと入賞できたことが良かったです。」 

－来年の3月のフェスティバルで入賞者のお披露目がありますので、そこでの演奏も 

楽しみにしています。今12歳ですか？ 

「中学 1年生です。」 

 

 

－まだこれから音楽も楽しくなっていくと思いますので頑張ってください。ありがとうござ

います。 

「ありがとうございました。」 

 

 

二上育矢さん 

－まずお名前を。 

 「二上育矢(にかみいくや)です。」 

－今日はおめでとうございます。 

「ありがとうございます。」 

－使っているギターを教えてください。 

「クリストファー・ディーンです。先生の楽器です。」 

－すごいいい音でしたね。先生はどなたですか？ 

「西本悦子先生です。」 

－先生にメッセージはありますか？いつも優しくしてくれてありがとうとか、美しくて… 

 「いつも明快なアドヴァイスをありがとうございます。今後もよろしくお願いします。」 

－今日の演奏を振り返って感想があればお願いします。 

 「年齢を重ねるにつれて緊張するようになってきているなと。」 

－今何歳？ 

「19 歳で、はじめたのが小学２年生の時だったので、それに比べてかなり緊張するように

なってきたなと。でも、今日はすごく自分の弾いている音を楽しみながら弾けたから、良
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かったと思っています。」 

－すばらしいですね、いい経験になるね。来年のフェスティバルとか色々なイベントあるの

でぜひ今後もよろしくお願いします。楽しみにしています。ありがとうございました。 

「 ありがとうございます。」 

 

本多磨弥さん 

－使っているギターを教えてください。 

「普段は江崎さんを使っているのですが、今回のオーディション用にマルセリーノ・ 

ロペスを借りました。」 

－音がすごい良くなったな~と 

 「スペインらしい明るい音が合うのかな~と」 

－タッチも上達したのかな。 

 「右手の圧力をかける弾き方を練習しています。」 

－なるほどね。すごく良かったです。 

「音量がでるようになりました。」 

－ 先生はどなたですか？ 

 「黒田亮介先生と山田岳先生です。」 

－先生にメッセージはありますか？ 

「いつもお世話になっています。ありがとうございます。これからもよろしくお願いしま

す。」 

－今日の感想は？ 

「緊張に弱くて、いつも以上にミスタッチがでちゃったんですけど、逆にその緊張のおか

げで、いつもよりダイナミックスがつけられて強弱もいつもより派手になったので、そう

いうコントロールがこれからできればいいなと思います。」 

－ある程度の緊張は集中力につながるから。良かったですよ。来年の 3 月のフェスティバル

で入賞者のお披露目がありますので、そこでの演奏も楽しみにしています。ありがとうご

ざいます。 

「ありがとうございます。」 

－今何歳ですか？ 

「19歳です。」 

－19歳、これからまだまだ。 

「頑張ります。精進していきたいと思います」 

 
本選採点表 
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演

奏

順 

 

 

 

川

俣 

西

本 

石

田 

渡

邊 

井

上 

岩

木 

齊

藤 

志

田 

高

久 

多

治

川 

橋

爪 

藤

澤 

堀

井 

前

場 
森 

合計

点 
平均点 

合

否 

1 

本多

磨弥 

 76 81 75 83 76 83 88 81 89 78 82 81 81 85 78 1217 81.13 

○ 

2 
鎌田

孝博 73 78 76 79 74 76 77 78 86 76 78 80 77 82 79 1169 77.93 
  

3 
二上

育矢 80   80 84 80 88 82 83 88 79 84 78 78 80 80 1144 81.71 
○ 

4 
大高

佑介 75 77 73 78 84 79 78 79 84 80 81 79 80 79 77 1183 78.86 
  

5 
三崎

百音 82 79 85 81 79 86 84 84 87 82 88 82 83 84 81 1247 83.13 
○ 

6 
石川

一美 78 80 78 77 83 77 80 77 85 78 87 76 79 78 83 1196 79.73 

次

点 

7 
井上

和也 71   77 75 77 78 76 76 80 75 79 77 76 77 76 1070 76.42 
  

8 
加藤 

潤 84 82 83 86 82 80 87 85 90 79 83 83 82 81 82 1249 83.26 
○ 

 *空欄は師弟関係により点数を入れない 

 

 

 

 

●新入会のお知らせです。 

大沢美月さんが入会されました。二上育矢さんが入会手続き中です。 

 

●イベント報告 

☆総会 

2017年2月17日(金)、神奈川ギター協会の総会が横浜技能文化会館特別会議室で開かれまし

た。 
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●神奈川ギターフェスティバル2017 
2017年 3月 25日(土)神奈川ギターフェスティバル2017が横浜・関内小ホールで開催され
ました。 
今年のフェスティバルも神奈川のギター愛好家や協会会員の演奏、前年のオーディション合格

者のお披露目演奏などヴァラエティに富んだ内容で、大いに盛り上がりました。 

 
 
●委員会から 
2018年第 47回神奈川新人ギターオーディション課題曲が決定しました。 
［予選］エチュードOp.60-3(Ｍ.カルカッシ) 

［本選］クリスマスの歌(Ａ.バリオス) 

指定楽譜については斉藤委員までお問合せ下さい。 

 

●暑気払いのお知らせ 

毎年恒例の暑気払いを8月22日（水）17時より行います。出席希望の方は委員長または副委員

長までご連絡ください。 
 
●コンサート案内をリアルタイムで紹介しています。神奈川ギター協会のホームページを訪
れて下さい。→http://kanagawaguitar.sakura.ne.jp/ またはパソコンをお持ちのお弟子さ
ん、ご友人にお尋ね下さい。ホームページへのコンサート案内掲載は森淳一委員に電子メー
ルでお知らせ下さい。尚、掲載は会員関係に限ります。 
 

編集後記: 
厳しい暑さが続いておりますが、みなさまいかがお過ごしでしょうか？合格者の皆様おめでとうございます。今
回おしくも本選に行けなかった方も来年挑戦してくださいね!!予選の演奏を見てて思ったのですが、左手の形だ
けで弾いてる方が多かったので、頭の中でドレミで歌ったり音楽を歌うようにすると、安定感のある演奏が出て
くるのかも!と、個人的に思って見ていました。何はともあれ皆様お疲れ様でした。(岩木) 


